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ルネ・ミューレと彼の子供であるヴェロニクとトマは1648年から現在11代目と12代目となるアルザス、ルファックの生産者です。1935年にルネの祖父であるアルフレッド・ミューレが0.35エーカーのクロ・サン・ランドランの畑を家族で単独所有しました。
ドメーヌの他にミューレはルファック地区のワインメーカーとの提携を確立し、ネゴシアンとしてのワインもリリースしています。
アルザス南部に位置するルファック地区は、ヴォージュ山脈によって非常に低い降水量（年間平均598ml）と日照が守られている地域です。

『私たちは１ヘクタールあたり約１０，０００本という植密度で葡萄を植えています。確かに、現在のアルザスでは１ヘクタールあたり４，０００本程度の植密度が一般的です。しかし、１５０年前のアルザスではどの畑も私たちのような植密度の高さだったのです。
植密度が下がった一番の大きな理由は大戦後のことだと思います。
株を均等に植えてコントロールするキャノピーマネージメントの浸透、それによりトラクターでの土壌の耕作が主流となりました。
トラクターを畑に入れるには植密度を下げなくてはなりません。現在、私たちのクロ・サン・ランドランの畑は畝と畝の幅が約１．３メートル。そして８０センチ間隔で葡萄樹が植えられています。
植密度があがれば表土では葡萄樹同士の生存競争が起こり、葡萄は深く深く根を下ろします。クロ・サン・ランドランの畑は日照が強く、非常に石灰質が強い土壌です。
葡萄が根を深く張ることによって、地上での日照が強くても水分不足になることはなく、葡萄が健全に成熟してくれるのです。
真の意味でのテロワールを表現することが出来るのです。私たちはこの１０年間、ビオディナミ栽培を選択しています。
これも健全な土壌を造り、葡萄樹の根を地中深く下ろすためです。そして収穫量を低く抑えることで葡萄は健全に成熟し、テロワールの個性を反映してくれるのです。』（2010年3月　Thomas Mure談）
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2019 Alsace Assemblage　1000ml  アルザス　アッサンブラージュ　1000mｌ
参考上代\2,400（税込\2,640）
葡萄：ピノ・ブラン35％、シルヴァネール20％、リースリング10％、ピノ・グリ10％、ゲヴュルツトラミネール5％　
残糖：2g/L  総酸度：7.6g/L  アルコール度数：13％
複数品種をアッサンブラージュして造られるキュヴェです。白や黄色の花の香り、フレッシュで飲み心地が良いワインです。
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[bookmark: _Hlk49516563]2018 Riesling Calcaire Jaune  リースリング　カルケール・ジョーヌ
参考上代\3,100（税込\3,410）／375ml　参考上代\2,000（\2,200）
土壌：石灰質泥土　残糖： 0.1g/L  総酸度： 7.8g/L  アルコール度数：12.5％
カルケール・ジョーヌとは黄色の石灰岩を意味する言葉でルファックの石灰岩を現しています。この地域ではよく知られており、ルファックの教会やコルマールの聖マーティン大学の建築にも用いられました。
リースリングに非常に適した土壌であり、ミネラルを際立たせます。ザボンや柑橘の繊細な香りが特徴です。
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[bookmark: _Hlk49516703]Gewurztraminer Orchidées Sauvages　ゲヴュルツトラミネール　オルシデ・ソヴァージュ
2018年　参考上代\3,000（税込\3,300）／2017年　375ml　参考上代\1,900（税込\2,090）
土壌：石灰質泥土　残糖：(2017年)11g/L　（2018年）12.3/L　総酸度：(2017年)4.5g/L (2018年)4.4g/L
アルコール度数：(2017年)13.5％ (2018年)13.5％
乾いたルファックの土地を特徴づけているもの、それは石灰質の泥土であり、地中海性の微気候であり、特別な植物生態系でもあるのです。これらの特別な植物に野生の蘭（オルシデ・ソヴァージュ）があります。
ゲヴュルツトラミネールは日照に恵まれ、また、夜間はグラン・バロンとプティ・バロンの山から吹き降ろす風によってリフレッシュされます。フルーティーでエレガントなワインが生まれるのです。
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2018 Pinot Gris Pierre Sèches  ピノ・グリ　ピエール・セシェ　　参考上代￥3,200（税込\3,520）
土壌：粘土石灰質　残糖：7g/L　総酸度：7.5g/L　アルコール度数：14％ 　樹齢：約35年
Pierre Sèchesは“乾いた石”を意味する言葉です。ルファックのテロワールはヴォージュ山脈に連なっています。
葡萄の樹を育てるために、先人たちはこの乾いた石で壁を造り、テラス状に開墾していきました。
粘土と石灰の土壌は葡萄にとって理想的な排水性をもたらします。
溌溂としてドライなピノ・グリはまさに美食のためのワインで、醤油やアジアの魚醤、白身の肉料理と相性が良いです。
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2018 Pinot Blanc Les Iris　ピノ・ブラン　レ・ジリス　　参考上代￥2,500（税込\2,750）
土壌：石灰質泥土　残糖：2.5g/L　酸度：7.5g/L　樹齢：約35年
Les Irisはブドウ畑の畦道に咲く野生のアヤメから名付けられました。排水性に長けた石灰質泥土のピノ・ブランはシルキーな果実味と上品なミネラルがあり、フレッシュで食欲を刺激するワインとなります。
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2018 Sylvaner Originel　シルヴァネール　オリジネル　　参考上代\2,400（税込\2,640）
[bookmark: _Hlk66778977]土壌：石灰質泥土　残糖：5g/L　総酸度：5.7g/L　アルコール度数：12.5％ 　樹齢：約40年
シルヴァネールは1950年代から60年代にかけてルファックと近隣のノーブル渓谷で最も植えられていた品種です。この石灰質の土壌に非常に適していることが判明しています。
シルヴァネールの“Originel”は原点の場所であり、新鮮で明確なワインへの回帰なのです。
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[bookmark: _Hlk49515506]2018 Pinot Noir Argiles Rouges　ピノ・ノワール　アルジル・ルージュ
750ml　参考上代\3,800（税込\4,180）／ 375ml　参考上代\2,400（税込\2,640）
土壌：石灰質泥土　アルコール度数：(2017年)12.5％ （2018年）12.5％　
樹齢：約35年　　総酸度：（2017年）5.6g/L　（2018年）5.5g/L　　醸造・熟成：20％全房、2％新樽熟成
ルファック地域の土壌は石灰岩と粘土で構成されています。この粘土は鉄分が多いため土が赤く見えるのが特徴です。
黒ブドウにとって大きなアドバンテージとなるこの土壌は、輪郭のはっきりとした果実の香りと美しいタンニンのバランスのとれた構造をワインに与えてくれます。

[image: Muscat Chapelle]
2019 Muscat Chapelle　ミュスカ　シャペル　　参考上代\3,600(税込\3,960)
畑・土壌：クロ・サン・ランドランの斜面麓。聖者ランドランの像を納めた小さな礼拝堂の隣に位置する区画。
Rouffach（ルファック）の粘土・石灰質土壌
樹齢：26年　　葡萄：ミュスカ・オットネル50％、ミュスカ・ダルザス50％　　残糖：3g/L　　収穫日:2019年9月26日
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